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善
行
者
と

教
育
功
労
者
を
表
彰

　
11
月
３
日
の｢

文
化
の
日
の
つ

ど
い｣

で
、
善
行
者
お
よ
び
教
育

功
労
者
と
し
て
、
次
の
か
た
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

※
順
不
同
・
敬
称
略
・(

　

)

は
所

属
な
ど

★
善
行
者

浅
野
　
雄

　

多
年
に
わ
た
り
通
学
路
に
お
い

て
登
下
校
す
る
児
童
に
付
き
添
い
、

子
ど
も
の
見
守
り
活
動
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

渋
谷
裕
一

　

多
年
に
わ
た
り
通
学
路
で
あ
る
交
差
点
で
交
通
安
全
指
導
を

行
い
、
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
本
喜
八
郎

　

多
年
に
わ
た
り
通
学
路
で
あ
る
交
差
点
で
交
通
安
全
指
導
を

行
い
、
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地

域
の
歩
道
で
花
壇
の
手
入
れ
を
行
い
、
地
域
の
環
境
美
化
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

百
野
正
直

　

多
年
に
わ
た
り
通
学
路
で
あ
る
交
差
点
で
交
通
安
全
指
導
を

行
い
、
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
田
　
夫

　

多
年
に
わ
た
り
通
学
路
に
お
い
て
登
下
校
す
る
児
童
に
付
き

添
い
、
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
教
育
功
労
者

《
社
会
教
育
》
　
出
和
子(

貝
塚
市
詩
吟
連
合
会)

、
松
山
由
香

(

貝
塚
市
茶
華
道
連
合
会)

、
青
梨
さ
や
か(

貝
塚
市
青
少
年
指

導
員
連
絡
協
議
会)

、
髙
倉
瑞
穂
・
妹
脊
か
お
り(

貝
塚
フ
ァ
ミ

リ
ー
劇
場)

、
坂
本
敦
子(

貝
塚
市
合
唱
連
盟)

、
池
田
美
津

穂
・
田
中
幸
子
・
濱
田
美
絵(

貝
塚
少
年
少
女
合
唱
団)

、
井
谷

麻
衣
子
・
田
中
亜
希
子(

貝
塚
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会)

、

仮
屋
直
子
・
船
木
智
子(

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

、
中
岡
重
子

(

料
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

、
赤
坂
幸
子
・
池
田
純
世(

や
ま
ち
く

か
ば
さ
ん
ル
ー
ム)

、
古
野
淳
子(

山
手
地
区
公
民
館
活
動
協
議

会)

、
か
た
つ
む
り(

音
楽
グ
ル
ー
プ)

《
社
会
体
育
》
黒
瀬
武
志(

貝
塚
市
卓
球
連
盟)

、
村
上　

則

(

貝
塚
市
剣
道
協
会)

、
麻
生
川
武
史(

貝
塚
市
サ
ッ
カ
ー
連

盟
）
、
井
本
雅
巳(

貝
塚
市
少
林
寺
拳
法
連
盟)

、
笹
岡
信
行

(

貝
塚
市
テ
ニ
ス
連
盟)

問
合
せ
先

善
行
者
は
総
務
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
３
９
４

教
育
功
労
者
は
教
育
総
務
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
１
０
５

　　

善
意
の
寄
付

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◆
赤
坂
良
一
さ
ん(

南
町)

か
ら
歴
史
資
料
用
と
し
て

古
文
書
、
写
真
な
ど
一
式

◆
９
月
の
か
い
づ
か
ふ
る

さ
と
応
援
寄
付
は
、
１
１
２

９
件
で
、
金
額
は
１
８
４
７

万
円
で
し
た
。

新
し
い
町
会
長
の
ご
紹
介

(

９
月
30
日
現
在
・
敬
称
略)



Ｋ
Ｉ
Ａ
二
色
浜
宿
舎
自
治

会
＝
岡
本
和
孝

問
合
せ
先　

広
報
交
流
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２

３
０

 

東
共
同
浴
場（
と
き
わ

 

湯
）
の
回
数
券
を
販
売

 　

駐
車
場
も
完
備
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
と
き
わ
湯
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

販
売
期
間　

12
月
1
日(

日)

～
令
和
３
年
２
月
28
日(

日)

販
売
場
所　

市
立
東
共
同
浴

場対
象　

中
学
生
以
上
65
歳
未

満
の
か
た

利
用
料　

２
５
０
０
円(

11

枚
綴
り)

※
大
人
の
通
常
料
金
は
一
回

２
５
０
円
。
使
用
期
限
は
、

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
。

営
業
時
間　

午
後
４
時
～
10

時
30
分(

水
曜
休
館)

問
合
せ
先　

福
祉
総
務
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０

８
５

　

自
衛
官
募
集

　

高
等
工
科
学
校
生
徒

　

将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い

て
、
高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・

運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際

社
会
に
対
応
で
き
る
自
衛
官
を

養
成
し
ま
す
。

対
象　

日
本
国
籍
が
あ
る
中
卒

(

見
込
含)

～
17
歳
未
満
の
男
子

締
切　

推
薦：

11
月
29
日

(

金)

、
一
般：

令
和
２
年
１
月

６
日(

月)

申
込
・
問
合
せ
先　

自
衛
隊
大

阪
地
方
協
力
本
部
岸
和
田
地
域

事
務
所
☎
０
７
２
・
４
２
６
・

０
９
０
２

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費

者
還
元（
ポ
イ
ン
ト
還
元
）

事
業

 　

対
象
店
舗
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド/

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
・

電
子
マ
ネ
ー
・
QR
コ
ー
ド
な
ど

を
使
っ
て
代
金
を
払
う
と
ポ
イ

ン
ト
還
元
が
受
け
ら
れ
る
国
の

制
度
が
10
月
よ
り
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

　

対
象
店
舗
に
は
、
本
制
度
の

ロ
ゴ
入
り
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
、

ま
た
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

対
象
店
舗
が
検
索
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
専
用
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

(https://cashless.go.jp/c

o
n
s
u
m
e
r
/
)

を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
・
消
費
者
還
元
事
業
事
務
局

☎
０
１
２
０
・
０
１
０
９
７
５

 

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

 

な
く
す
運
動

 　

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
で
す
。

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

◆
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施

設
を
、
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
パ
ー
プ
ル
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日(

火)

日
没
後

～
午
後
９
時
30
分
頃
ま
で

問
合
せ
先　

府
男
女
参
画
・
府

民
協
働
課
☎
06
・
６
２
１
０
・

９
３
２
１

11
月
は
「
こ
こ
ろ
の
再

生
」
府
民
運
動
推
進
月
間

　　

生
命
を
大
切
に
す
る
・
思
い

や
る
・
感
謝
す
る
・
努
力
す

る
・
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る

な
ど
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
「
５
つ
の
こ
こ
ろ
」
を
見

つ
め
直
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

府
教
育
庁
教
育
総

務
企
画
課
☎
06
・
６
９
４
４
・

８
０
４
２

ポイント還元の
対象店舗はこの
マークが目印です

新庁舎 貝塚市新庁舎整備事業 基本協定を締結

　市は、10月16日付で、新庁舎整備事業の優先交渉権者である三菱UFJリー
スグループとの間で、本事業に係る基本的事項を定めた「貝塚市新庁舎整
備事業基本協定」および「貝塚市新庁舎整備事業付帯事業基本協定」を締
結しました。
新庁舎整備事業の提案コンセプト
未来輝くシビックコアの中核施設として行政機能×交流機能を充実
①誰もが利用しやすい庁舎　ユニバーサルデザインを重視し、移動を最小
限とするコンパクトな動線と配置計画とします。
②市民の交流の場となる庁舎　エントランスホールに市民交流スペースを
確保し、庁舎前に緑の市民広場を配置します。
③市民の安全・安心を支える庁舎　高い耐震性を確保し、防災拠点として
の機能を発揮できるよう整備します。
④環境にやさしい庁舎　自然採光・自然通風を活用し、耐久性に優れた構
造や材料の選定でライフサイクルコストを縮減します。
⑤柔軟で機能的な庁舎　事務システムの変化に柔軟に対応できる機能的な
レイアウトとします。
⑥市民が親しみを持てる庁舎　周辺環境と調和した暖かみのある空間づく
りをします。

　平成30年に改正生産緑地法が施行され、生産緑地の所有者などの
意向により、指定から30年経過する生産緑地を特定生産緑地に指定
できるようになりました。
　市では、平成４年(1992年)に指定された生産緑地について、令和
２年度より特定生産緑地の指定申出の受付を開始する予定をしてい
ます。これに先立ち、下記の通り説明会を開催します。

問合せ先　総務課☎072－433－7073

問合せ先　都市計画課☎072－433－7247

特定生産緑地制度に関する説明会

麻生郷

南近義

北近義

木　島

西葛城

全　体

対象地区

11月18日(月)午後７時～８時

11月25日(月)午後７時～８時

11月28日(木)午後７時～８時

12月２日(月)午後７時～８時

12月５日(木)午後７時～８時

12月15日(日)午後２時～３時

職員会館多目的室

日　時 場　所

※駐車場など限りがあるため、所属の実行組合が所在する地区の説明会へ
ご参加ください。ただし、ご都合が悪い場合は他の日程の説明会への参加
も可能です。

マイナンバーカード日曜交付は、12月１日(日)午前９時～正午に行います【問合せ先】市民課☎072－433－7371／7373

一緒
人差指を人に見立てて
共にいることを表しています。

問合せ先　障害福祉課
　　　　　☎072－433－7012

手話をご紹介します。

８

一


